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第3口共同電灘轟オン省庁要請行動
全
労
連
、
東
京
地
評
、
電
機

・

情
報

ユ
ニ
オ

ン
は

３
月

２５

日

（金
）
、
８
回
日
と
な
る
共
同

省
庁
要
請
行
動
を
取
り
組
み
、

経
済
産
業
省
前
で
の
宣
伝
行
動

（
‐２
時
１５
分
～
１２
時
４５
分
）
、

厚
生
労
働
省

へ
の
要
請

（
１３
時

‐５
分
～
１４
時
４０
分
）
、
経
済
産

業
省

へ
の
要
請

（
１５
時
～
１５
時

３０

分
）
、
外
務
省

へ
の
要
請

（
‐５
時
４５
分
～
１６
時
１５
分
）
、

法
務
省

へ
の
要
請

（
１６
時
３０
分

～
‐７
時
）
を
順
次
行
い
ま
し
た
。

経
産
省
は
労
働
者
の

人
権
と
雇
用
を
守
る
指
導
を

経
産
省
前
で
の
宣
伝
行
動
で

は
、
東
京
地
評
と
電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ
ン
の
代
表
が
訴
え
ま
し

た
。東

京
地
評
の
自
滝
誠
副
議
長

は

「経
産
省
は
、
原
発
の
再
稼

３
月
２５
日

（金
）

経
産
省
前
で
の
宣
伝
行
動

働
は
止
め
て
再
生
可
能

エ
ネ

ル

ギ
ー

ヘ
の
転
換
を
は
か
れ
。
海

外
半
導
体
企
業

へ
の
巨
額

の
援

助
は
止
め
て
技
術
立
国
の
日
本

の
経
済
政
策
を
は
か
れ
」
と
訴

え
ま
し
た
。

電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ
ン
の
米

国
徳
治
中
央
執
行
委
員
長
は
、

日
立
製
作
所
や
ル
ネ
サ

ス
、

Ｎ

Ｅ
Ｃ
な
ど
電
機

の
仲
間
が
戦
火

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
働

い
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
、

「
ロ
シ
ア
の

侵
略
戦
争
を
止
め
さ
せ
よ
う
」

と
呼
び
か
け
、
富
士
通
が
強
行

し
た

『
ジ

ョ
ブ
型
』
３
０
０
０

人
リ
ス
ト
ラ
な
ど
電
機
産
業
の

リ
ス
ト
ラ
は
止
ま

っ
て
い
な
い

こ
と
を
指
摘
し
、

「経
産
省
は
、

労
働
者

の
人
権
を
守
り
、
雇
用

を
守
る
指
導
を
徹
底
せ
よ
」
と

訴
え
ま
し
た
。

雇
用
と
地
域
経
済
を
守
る

＝
項
目
を
要
請

厚
労
省

へ
の
要
請
交
渉
で
は
、

厚
労
省
か
ら
１３
人
の
担
当
者
が

出
席
し
ま
し
た
。

要
請
書

「電
機
産
業

の
大
リ

ス
ト
ラ
か
ら
雇
用
と
地
域
経
済

を
守
る
要
請
」
で
求
め
た
１１
の

要
請
項
目
に
対
す
る
回
答
文
書

が
事
前
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、

「良
質
な
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入

。

定
着

の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
」

「企
業

へ
の
周
知
を
引

き
続
き
す
す
め
て
ま
い
り
た
い
」

「必
要
な
啓
発
指
導
を
行

っ
て

い
く
」

「個
別
事
案
で
あ
り
、

お
答
え
は
差
し
控
え
る
」
な
ど
、

項
目
別
に
回
答
し
て
い
ま
し
た
。

要
請
団
は
、
厚
労
省
か
ら
の

事
前
回
答
を
踏
ま
え
て
、
職
場

で
起
こ

っ
て
い
る
テ
レ
ワ
ー
ク

で
の
問
題
や

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

３
月
２５
日

（金
）

厚
労
省
と
の
要
請
交
渉

リ
ス
ト
ラ
の
状
況
、
パ
ワ

ハ
ラ

防
止
法
の
問
題
点
を
説
明
し
て

重
ね
て
要
請
し
ま
し
た
。

パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ

再
雇
用
問
題
を
告
発

三
菱
電
機
名
古
屋
製
作
所
の

Ａ
組
合
員
は
、
上
司
の
不
正
を

是
正
さ
せ
る
行
動
か
ら
、
パ
ワ

ハ
ラ
を
受
け
て
、
休
職
に
追

い

こ
ま
れ
た
体
験
や
現
在
行

っ
て

い
る
団
体
交
渉
で
の
三
菱
電
機

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
不

誠
実
な
対
応
振
り
を
説
明
し
、

「三
菱
電
機
に
強
い
指
導
が
行

え
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
そ
の

も
の
を
禁
止
す
る
規
定

の
法
制

化
を
行

い
、
こ
れ
以
上
パ
ワ

ハ

ラ
被
害
者
が
出
な
い
よ
う
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。

（２
面
に
続
き
ま
す
）

電機・・ 情報ユニオン

第 127号 の 紹 介

1面 第8回共同省庁要請行動

2面 第8回共同省庁要請行動

米田委員長メッセージ102
3面 電機リストラ対策交流集会

4面 告知板、あとがき
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（１
面
か
ら
の
続
き
）

三
菱
電
機

の
Ｂ
組
合
員
は
、

２
０
０
１
年
か
ら

の
出
向
先
で

連
続
し
て
受
け
た
セ
ク

ハ
ラ
、

パ
ワ

ハ
ラ
の
実
態
や
、
２
０
１

７
年
か
ら

の
監
禁
部
屋
で
の
業

務
や
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
監
視

を
生

々
し
く
告
発
し
、

「
省
フ

ス
メ
ン
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
を

禁
上
し
救
済
す
る
措
置
を
早
急

に
法
制
化
し
て
も
ら

い
た
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

富
士
通

の
Ｃ
組
合
員
は
、
週

３
日
勤
務

で
、
東
京
都

の
最
低

賃
金

の
時
給
と

い
う
生
活
で
き

な

い
労
働
条
件

で
再
雇
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
昨
年
１０
月
に
最

電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ
ン
は
、

国
際
労
働
基
準
を
各
企
業
が
順

守
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
ま
し

た
。職

場
で
は
、
新

し
い
働
き
方

と
し
て

「
ジ

ョ
ブ
型
雇
用
」
の

導
入
＝
企
業
か
ら
は
じ
き
飛
ば

す
労
働

者

を
識

別

（
こ
れ
を

「
人
材

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
と

い
う
）
し
、
面
談
と
称
す
る
退

職
強
要
、
人
権
侵
害
が
横
行
し

て
い
ま
す
。

電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ
ン
に
た

ど
り
着
き
、
団
体
交
渉
を
行

い
、

「雇
用
を
守
り
、
生
活
と
権
利

を
守
る
」
労
働
組
合
と
し
て
の

賃
時
給
が
２８
円
増
額
さ
れ
た
が
、

コ
ロ
ナ
対
応
手
当
て
を
支
給
し

て
い
る
の
で
、
時
給
が
全
く
増

額
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
告
発

し
、

「富
士
通
に
対
し
て
高
年

齢
者
雇
用
安
定
法
を
遵
守
す
る

指
導
を
行
う
こ
と
」
を
求
め
ま

し
た
。

■
立
製
作
所
の
村
田
光
裕
さ

ん
は
、

６５
才
で
再
雇
用
が
打
ち

切
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
、

「高
年
齢
者
雇
用

安
定
法

の
趣
旨
に
沿

っ
て
、
日

立
製
作
所
が
法
律
を
守
り
、

６５

才
以
上

の
雇
用
を
実
施
す
る
よ

う
、
厚
労
省

の
指
導
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

最
低
限

の
活
動

ｏ
運
動
を
行

っ

て
き
ま
し
た
。

そ

の
中
で
、
職
場
だ
け
で
な

く
、
行
政

の
活
用
、
国
政
調
査

権

の
活
用
を
進
め
、
今
年
は
第

８
回
目
と
な
る
四
省
庁

（
厚
労

省
、
通
産
省
、
法
務
省
、
外
務

省
）

へ
の
要
請
行
動
を
全
労
連
、

東
京
地
評
、
電
機

・
情
報

ユ
ニ

オ

ン
の
三
者
共
同
で
要
請
行
動

を
行

い
ま
し
た
。
要
請
で
は
、

２

０
２
０
年

１０

月

に
政
府

が

「
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権
に
関
す
る

指
導
原
則
」
に
も
と
づ
く

「
国

別
計
画
８
８
出
３
２

が
策
定
さ

れ
、

「企
業
に
対
し
、
企
業
活

経
産
省
は
外
資
企
業
に
巨
額
な

補
助
金
の
投
入
は
止
め
ろ

そ
の
後

の
各
省
庁

へ
の
要
請

交
渉
で
は
、
経
産
省
が

４
名
、

外
務
省
が
１
名
、
法
務
省
が
２

名
の
担
当
者
が
応
対
し
、
現
職

組
合
員
か
ら

の
訴
え
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

経
産
省
交
渉
で
は
、
愛
知
支

部

の
長
谷
部
副
委
員
長
は
、
政

府
が
海
外
半
導
体
企
業

ｏ
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ

へ
巨
額
な
補
助
金
を
投
入

す
る
動
き
を
批
判
し
、

「投
資

す
る
体
力
の
あ
る
電
機
産
業
、

自
働
車
産
業
が
応
分

の
資
金
を

投
じ
る
べ
き
で
、
巨
額
な
公
的

動
に
お
け
る
人
権

へ
の
影
響

の

特
定
、
予
防

・
軽
減
、
対
処
、

情
報
共
有
を
行
う

こ
と
、
人
権

デ

ュ
ー

・
デ

イ
リ
ジ

エ
ン
ス
の

導
入
促
進
」

の
期
待
が
表
明
さ

れ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
各
省
庁

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
聞
き

ま
し
た
。
私
は
、
経
産
省
と
外

務
省
が
共
同
で

「企
業

の
人
権

に
関
す
る
取
り
組
み
」

の
ア
ン

ケ
ー
上
墨
施
崚

　
「ム
強
ア
ュ
ー
・

デ

イ
リ
ジ

エ
ン
ス
に
関
す
る
業

種
横
断
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
策
定
す
る
た
め
に
検
討
会
を

立
ち
上
げ

て
い
る
こ
と
に
注
目

し
ま
し
た
。

資
金

の
投
入
は
止
め
ろ
」
と
要

請
し
ま
し
た
。

法
務
省
交
渉

で
は
、
シ
ャ
ー

プ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ
イ
ス
プ
レ
イ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ヨ
ン
ズ

の
伊
草
貴
大
さ
ん
は
、

法
務
局
が
拉
致
事
件

の
調
査
を

す
み
や
か
に
行

っ
て
い
れ
ば
、

会
社
か
ら

の
不
当
解
雇
を
回
避

で
き
た
こ
と
を
告
発
し
ま
し
た
。

労
働
者
を
守
ら
せ
る

省
庁
要
請
交
渉

交
渉
後
、
ま
と
め
の
会
議
を

行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、

・
行
政
に
労
働
者
を
守
ら
せ
る

う
え
で
、

こ
の
省
庁
交
渉
は

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
初
め
て
参
加
し
た
。
各
省
庁

の
担
当
者
が
ま
と
も
に
応
え

て
い
る
の
は
、
要
請
を
こ
れ

ま
で
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
成
果
と
感
じ
た

ｏ
愛
知
支
部
か
ら
５
名
が
参
加
。

午
前
中
に
、
三
菱
電
機
に
要

請
書
を
提
出
し
て
き
た

・
現
職
組
合
員
が
酷

い
現
状
を

告
発
し
て
改
善
を
訴
え
、
要

請
内
容
を
豊
か
に
深
め
た

・
経
産
省
と
半
導
体
事
業
に
関

す
る
懇
談
が
で
き
そ
う
だ

な
ど
の
意
意
見
や
感
想
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

上
図
は
、

「責
任
あ
る
企
業

行
動
に
関
す
る
８
８
デ

ュ
ー

・

デ

イ
リ
ジ

エ
ン
ス

・
ガ
イ
ダ

ン

ス
」
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
、

「デ

ュ
ー

・
デ
イ
リ
ジ

エ
ン
ス

・

プ

ロ
セ
ス
、
及
び
こ
れ
を
支
え

る
手
段
」
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
人
権
デ

ュ
ー

・
デ

イ

リ
ジ

エ
ン
ス
が
職
場
で
生
き
る

よ
う
に
取
り
組
み
を
強
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

改
め
て
外
務
省
が
発
行
し
て

い
る

「
誰

一
人
取
り
残
さ
な

い

社
会
に
向
け
て
」
パ
ン
フ
も

取
り
寄
せ
い
て
い
ま
す
。
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

人
権
驚

ュ
ー

・
テ
ィ
リ
ジ

ェ
ン
ス
を
職
場
に
生
か
け

米
田
委
員
長
メ

リ
セ
ー
ジ
　
‐ＯＺ

⊂)濠ψな場書
爆正措撥七辱う、

または鯉|工DIために

勝力す0

1沐よびビジネス上

“

興岱における

靭 轡|を 定ヽし,評倭する



ム

ラ

ス

メ

ン

ト

を

職

場

か

ら

な

く

そ

う

電
機
ＩＩ
ス
ト
ラ
対
策
交
流
集
会

全
労
連
、
東
京
地
評
、
電
機

・

情
報

ユ
ニ
オ

ン
は
３
月

２６

日

（土
）
、
電
機
リ
ス
ト
ラ
対
策

交
流
集
会

を
全

労
連
会
議

室

（東
京
都
）
と
リ
モ
ー
ト
で
開

催
し
、

３９
名

（会
場
に
７
名
、

リ
モ
ー
ト
３２
名
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

主
催
者
あ
い
さ

つ
で
電
機

ｏ

情
報

ユ
ニ
オ
ン
の
森
英

一
書
記

長
は
、
労
働
組
合

の
責
務
と
し

て
ロ
シ
ア
の
侵
略
戦
争
に
反
対

の
声
と
行
動
を
強
め
よ
う
と
述

べ
、
電
機
産
業

の
リ
ス
ト
ラ
は

６４
万
人
に
も
達
し
て
い
ま
だ
に

止
ま

っ
て
な
く
、
直
近
で
は
富

士
通

「ジ

ョ
ブ
型
」
３
０
０
０

人
リ
ス
ト
ラ
が
現
れ
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
、

「電
機
リ
ス
ト

ラ
と
表
裏

一
体
と
な

っ
て
い
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
条
約
１
９
０
号
を
大

い
に
学
び
、
リ
ス
ト
ラ
や
パ
ワ

ハ
ラ
と
の
た
た
か
い
を
交
流
し

て
、
今
後

の
た
た
か
い
を
強
め

て
前
進
さ
せ
て
い
こ
う
）
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
約
を

職
場
に
活
か
そ
う

全
労
連

の
清
岡
弘

一
副
議
長

が
講
演

「
Ｉ
Ｌ
Ｏ

ハ
ラ
ス
メ
ン

卜
条
約
、
パ
ヮ

ハ
ラ
防
止
法
と

労
働
組
合
運
動
」
を
行

い
ま
し

た
。清

岡
副
議
長
は
、
日
本
に
お

け
る
労
働
相
談

の
状
況
と

ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
日
本

の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
対
策
、
行
政
に
お
け

る
相
談
対
応
、
法
的
責
任
と
判

例
、

Ｉ
Ｌ
０
１
９

０
号
条

約

「仕
事

の
世
界
に
お
け
る
暴
力

と

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
に
関

す
る
条
約
」
お
よ
び
同
２
０
６

号
勧
告
、
労
働
組
合
と
し
て
ど

う
取
り
組
む
か
、
を
約

１
時
間

に
わ
た
り
講
演
し
ま
し
た
。

清
岡
副
議
長
は

「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
無
く
す
に
は
、
被
害
者

が
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
大
事
。

労
働
者
に
寄
り
添

い
、
労
働
組

合

の
力
で
、
仕
事

の
世
界
に
お

け
る
暴
力
と

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

な
く
そ
う
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ
ン
の
米

田
徳
治
中
央
執
行
委
員
長
が
基

調
報
告

「電
機
リ

ス
ト
ラ
と

ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
の
闘

い
　
資
本

の
攻
撃
の
特
徴
と
闘
い
の
成
果
」

を
行
い
ま
し
た
。

米
田
委
員
長
は
、

６４
万
人
を

超
え
る
電
機
リ
ス
ト
ラ
の
背
景

と
特
徴
、
電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ

ン
が
闘
い
の
砦
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
報
告

し
、

「国
連
グ

ロ
ー
バ
ル

・
コ

‐

ン
パ
ク
ト
、

Ｉ
Ｓ
０
２
６
０
０

０
、
国
連
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権
に

関
す
る
指
導
原
則
、　
雀
フ
ス
メ

ン
ト
条
約

（第
１
９
０

号
）

・

勧
告

（第
２
０
６

号
）
な
ど
の

国
際
労
働
基
準
を
闘

い
の
武
器

と
し
て
団
体
交
渉
や
職
場
ま
で

掘
り
下
げ
、
労
働
組
合
活
動
に

全
面
的
に
活
か
す
」
こ
と
を
訴

え
ま
し
た
。

ソ
ニ
ー
労
組
、
神
奈
川
、

茨
城
、
参
加
者
か
ら
報
告

ソ

ニ
ー
労
組

の
松
田
隆
明
委

員
長
は
、

「
ソ

ニ
ー
の
雇
用

・

賃
金

・
人
間
破
壊
と
の
た
た
か

い
」
と
題
し
て
、
ソ

ニ
ー
労
組

の
略
歴
や
雇
用

・
賃
金

ｏ
人
間

破
壊
と
の
主
な
た
た
か
い
、
２

２
年
春
闘
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
報
告
し
、

「働
く
仲
間
に

寄
り
添

い
取
り
組
み
を

一
つ
ひ

と

つ
粘
り
強
く
行
動
し
続
け
よ

う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

神
奈
川
労
連

の
山
田
浩
文
事

務
局
長
は
、
電
機
リ
ス
ト
ラ
や

伊
草
さ
ん
の
不
当
解
雇
撤
回
闘

争
に
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
報
告
し
、

「
『
ジ

ョ

ブ
型
』
雇
用
の
問
題
は
、
実
態

把
握
、
学
ん
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
テ
レ
ワ
ー
ク
、
兼
業
、

副
業
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
く

の
で
は
な

い
か
。
子
会
社
な
ど

の
低
賃
金
問
題
は
世
論
化
を
。

ま
と
も
な
労
働
組
合
づ
く
り
を
」

と
述
べ
ま
し
た
。

茨
城
支
部
の
堀
啓

一
書
記
長

は
、
２
０
２
０
年
■
月
２８
日
に

結
成
し
た
日
立
リ
ス
ト
ラ
茨
城

対
策
会
議
が
取
り
組
ん
で
き
た
、

日
立
金
属
売
却
で
の
門
前
宣
伝

と
労
働
相
談
活
動
、

２
２
年
春

闘
で
の
門
前
宣
伝
、

２
回
の
学

習
交
流
会

の
開
催
、
対
策
会
議

ニ
ュ
ー

ス
の
発
行
な
ど
を
報
告

し
ま
し
た
。

参
加
者
は

「同
期
同
学
歴

の

処
遇
で
の
復
職
を
求
め
て
会
社

と
交
渉
し
て
い
る

（伊
草
さ
ん
）
」

「先
日
、
三
菱
電
機
が
パ
ワ

ハ

ラ
に
関
す
る
株
主
質
問
状
に
回

答
し
た

（藤
崎
さ
ん
）
」

「
日

立
Ｂ
Ｓ
で
の
追

い
出
し
部
屋
を

撤
廃
さ
せ
た

（中
村
さ
ん
）
」

「沖
電
気

の
労
働
者
が
再
編
リ

ス
ト
ラ
で
元
気
を
な
く
し
て
い

る

（平
井
さ
ん
）
」
な
ど
を
発

言
し
ま
し
た
。

職
場
か
ら

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
そ
う

閉
会
あ
い
さ

つ
で
東
京
地
評

の
久
保
佳
子
常
任
幹
事
は

「
リ

ス
ト
ラ
と
処
遇
改
悪
は
日
本

Ｉ

Ｂ
Ｍ
が
毒
見
役
を
果
た
し
、
電

機
の
職
場
で
横
行
し
て
い
ま
す
。

清
岡
講
演
や
米
田
報
告
、
各
地

や
参
加
者

の
報
告
で
大

い
に
学

び
合

い
交
流
で
き
ま
し
た
。
職

場
か
ら

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
無
く

し
、
雇
用
を
守
る
取
組
み
を
い
つ

そ
う
前
進
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
、
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

2022年 4月 10日

3月 26日 (土 )

電機・情報ユニオン 第127号 (3)

講演す る清岡弘一副議長 (右 端 )


